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音
対
策
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長　

防
音
の
た
め
に

和
田
島
小
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
空
調
設
備
を
稼
働
さ

せ
る
た
め
の
維
持
経
費
に
対

す
る
事
業
に
つ
い
て
の
、
騒

音
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
か
を

測
定
す
る
調
査
で
あ
っ
た
が
、

維
持
費
交
付
の
採
択
可
能
な

騒
音
の
障
害
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

現
場
並
び
に
地
域
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
講
習
や
訓
練
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

い
じ
め
の

い
じ
め
の
状
況
と

状
況
と

　
　

取
り
組
み
は

大
木　

文
部
科
学
省
が
公
表

し
た
〇
六
年
度
に
学
校
現

場
で
把
握
さ
れ
た
い
じ
め

は
、
前
年
の
二
万
件
か
ら

十
二
万
四
千
八
百
九
十
八
件

と
六
倍
以
上
に
ふ
え
て
い
る
。

急
増
し
た
理
由
は
、
い
じ
め

の
定
義
を
見
直
す
た
め
と
あ

る
が
、
小
松
島
市
の
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

十
六
年
度
で
十

六
件
、
十
七
年
度
で
二
十
一

件
、
十
八
年
度
で
十
九
件
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
取

り
組
み
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
、
個
別
面
談

の
実
施
、「
個
人
ノ
ー
ト
」

や
生
活
ノ
ー
ト
と
い
っ
た
教

職
員
と
児
童
生
徒
と
の
日
記

指
導
等
の
支
援
、
家
庭
訪
問

等
を
行
っ
て
い
る
。
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
、
関
係
機

関
の
連
携
を
図
り
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

ま
た
、
一
般
住
宅
へ
の
防
音

工
事
等
の
補
助
は
、
和
田
島

区
域
は
一
種
区
域
に
該
当
し

な
い
の
で
、
防
音
に
対
す
る

助
成
措
置
は
な
い
。

リ
フ
ト

リ
フ
ト
車
両
車
両
使
用
を

使
用
を
含
む
含
む

　
　

障
害
者

障
害
者
福
祉
に

福
祉
に
つ
い
て

つ
い
て

井
村　

小
松
島
市
の
身
体
障

害
者
が
利
用
す
る
リ
フ
ト
車

両
を
も
っ
と
充
実
し
、
他
市

の
よ
う
に
稼
働
範
囲
を
広
く

し
た
り
、
利
用
時
間
を
広
げ

た
り
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の
財

政
状
況
も
勘
案
し
つ
つ
、
地

域
や
利
用
者
の
実
情
に
あ
っ

た
も
の
に
な
る
よ
う
検
討

し
、
障
害
者
の
自
立
生
活
及

び
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　

国
に
廃
止

国
に
廃
止
求
め
求
め
よ

答　答　

廃
止
廃
止
求
め
求
め
な
い
な
い

日
本
共
産
党　

宝　
　
　

覚　
議
員　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　

国
に
廃
止
求
め
よ

宝　

本
県
の
後
期
高
齢
者
は

年
所
得
三
十
三
万
円
以
下
が

半
数
近
く
と
低
所
得
者
が

多
い
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
こ
の
人
た
ち
か
ら
も

年
一
万
二
千
二
百
円
徴
収
し
、

収
入
ゼ
ロ
で
も
免
除
が
な

い
。
収
入
が
生
活
保
護
基
準

以
下
の
人
に
は
減
額
を
、
月

一
万
五
千
円
未
満
の
人
に
は

免
除
規
定
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

保
健
福
祉
部
長　

法
律
に
定

め
ら
れ
た
減
額
以
外
の
減
免

は
考
え
て
い
な
い
。

宝　

保
険
料
を
払
え
な
い
年

金
生
活
者
か
ら
保
険
証
と
り

あ
げ
（
資
格
証
発
行
）
を
す

べ
き
で
な
い
。
医
療
を
受
け

ら
れ
な
く
す
る
の
は
憲
法
第

二
十
五
条
違
反
だ
。
生
命
の

危
険
に
か
か
わ
る
資
格
証
発

行
を
せ
ぬ
よ
う
求
め
る
べ
き

だ
。

保
健
福
祉
部
長　

資
格
証
発

行
の
対
象
者
を
慎
重
に
見
極

め
、
一
年
以
上
の
滞
納
者
に

は
資
格
証
で
対
応
す
る
。

宝　

高
齢
者
は
四
十
歳
代
の

倍
以
上
の
健
康
診
査
の
実
態

が
あ
る
。
新
制
度
で
は
、
内

科
を
初
め
歯
科
や
眼
科
で
も
、

年
一
度
か
か
れ
ば
健
診
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
。
健
診
は

従
前
ど
お
り
継
続
す
べ
き
だ
。

保
健
福
祉
部
長　

県
広
域
連

合
に
従
い
、
健
診
は
限
定
す

る
。

宝　

市
長
に
伺
う
が
、
診
療

報
酬
の
包
括
払
い
で
診
察
や

薬
の
制
限
、
六
十
五
歳
以
上

の
国
保
税
天
引
き
な
ど
改
悪

だ
ら
け
だ
。
高
齢
者
に
負
担

増
と
差
別
医
療
を
押
し
つ
け

る
新
制
度
は
廃
止
を
求
め
る

べ
き
だ
。

市
長　

持
続
可
能
な
制
度
と

す
る
た
め
、
高
齢
者
と
現
役

と
の
負
担
を
明
確
化
し
た
制

度
だ
と
思
う
。
国
に
廃
止
は

求
め
な
い
。

学
校
学
校
給
食
に

給
食
に

　
　

米
粉
パ
ン
パ
ン
を

宝　

給
食
パ
ン
は
輸
入
小
麦

の
た
め
、
不
安
が
あ
る
。
先

進
自
治
体
で
は
地
元
米
に
よ

る
人
気
の
米
粉
パ
ン
や
、
五

食
と
も
米
飯
の
実
施
で
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。
伺
う
が
、

パ
ン
用
米
粉
の
配
合
割
合
の

研
究
や
製
粉
会
社
の
リ
サ
ー

チ
等
、
工
夫
、
努
力
し
て
給

食
費
を
据
え
置
き
、
週
五
回

と
も
市
産
米
使
用
と
す
べ
き
。

ま
た
、
兵
庫
県
の
よ
う
な
地

元
産
の
米
粉
パ
ン
導
入
補
助

の
創
設
を
求
め
る
考
え
は
。

教
育
次
長　

給
食
用
の
試
作

パ
ン
で
は
、
製
造
コ
ス
ト
等

の
問
題
も
あ
り
、
米
粉
用
市

産
米
確
保
の
面
で
は
、
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
団
体
と
協
議
を
進
め

る
必
要
も
あ
る
等
、
現
時
点

で
は
難
し
い
。
ま
た
、
補
助

制
度
創
設
を
県
に
求
め
る
考

え
は
今
は
な
い
。
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農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

答　答　

認
定
農
業
者
に
対
し
重
点
的
に
支
援
を

認
定
農
業
者
に
対
し
重
点
的
に
支
援
を

　
　

行
い
、
育
成
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

行
い
、
育
成
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

み
ら
い
の
会　

濱
田　

保
徳　
議
員　

農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

濱
田　

農
業
経
営
者
の
高
齢

化
の
中
で
、
農
業
後
継
者
の

育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

産
業
建
設
部
長　

農
業
後
継

者
育
成
に
つ
い
て
は
、
認
定

農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
が

担
い
手
と
し
て
重
点
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
以

外
か
ら
も
幅
広
く
就
農
で
き
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
認
定
農
業
者
制
度

の
趣
旨
や
支
援
内
容
の
周
知

を
図
り
、
認
定
農
業
者
の
育

成
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

食
の
食
の
安
全
に

安
全
に
つ
い
て

つ
い
て

濱
田　

中
国
産
の
農
作
物
の

残
留
農
薬
問
題
、
日
本
に
お

け
る
産
地
偽
装
、
賞
味
期
限

の
改
ざ
ん
等
の
問
題
勃
発
の

中
、
我
が
小
松
島
市
の
農
産

物
の
産
地
表
示
義
務
が
で
き

て
い
る
か
の
有
無
を
調
査
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

品
質
表
示

に
つ
い
て
の
点
検
は
、
加
工

品
も
含
め
農
産
物
全
般
に
つ

い
て
農
林
水
産
省
、
中
国
四

国
農
政
局
、
徳
島
農
政
事
務

所
が
行
っ
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
事
業
者
等
へ
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

濱
田　

主
食
の
米
の
残
留
農

薬
も
重
視
さ
れ
る
時
代
、
い

も
ち
病
に
強
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
Ｂ
Ｌ
と
い
う
品
種
が
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
耐
病
性
の

強
い
品
種
の
導
入
を
検
討
さ

れ
て
は
。

産
業
建
設
部
長　

徳
島
県
で

は
現
在
は
い
も
ち
病
対
策
と

し
て
は
、
肥
料
の
量
や
疎
植

栽
培
、
ま
た
、
農
薬
の
適
正

使
用
等
の
栽
培
方
法
の
指
導

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

農
業
農
業
所
得
の

所
得
の
向
上
の

向
上
の

取
り
組
み
に

取
り
組
み
に
つ
い
て

つ
い
て

濱
田　

稲
作
農
家
の
経
営
が

困
難
に
な
り
、
放
任
田
が
多

発
す
る
問
題
が
あ
る
が
、
稲

作
農
家
の
所
得
を
い
か
に
確

保
す
る
か
。

産
業
建
設
部
長　

品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
見
直

し
、
ま
た
米
の
生
産
調
整
実

中
・
高
一
貫
教
育
の

中
・
高
一
貫
教
育
の

　
　
　

県
南
部
へ
の
導
入
に
つ
い
て

県
南
部
へ
の
導
入
に
つ
い
て

答　答　

三
中
学
中
学
校
の
バ
ラ
ン
ス
が
、

校
の
バ
ラ
ン
ス
が
、

　
　

崩
れ
て
い
く
の
が
心
配
さ
れ
る

崩
れ
て
い
く
の
が
心
配
さ
れ
る

翔
政
ク
ラ
ブ　

米
﨑　
　

孝　
議
員　

中
・
高
一
貫
教
育
の

　
　
　

県
南
部
へ
の
導
入
に
つ
い
て

米
﨑　

城
ノ
内
高
校
及
び
川

島
高
校
に
併
設
型
中
・
高
一

貫
教
育
を
導
入
。
生
徒
や
保

護
者
か
ら
は
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
県
南
部
に
も
中
・

高
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
本
市
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

教
育
長　

中
・
高
一
貫
教
育

は
、
平
成
十
一
年
四
月
か
ら

制
度
化
さ
れ
た
。
従
来
の
中

学
校
・
高
等
学
校
に
加
え
、

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
よ

り
重
視
し
た
教
育
の
現
実
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

（
メ
リ
ッ
ト
）

①　

安
定
し
た
生
活
の
中
で

六
年
間
を
見
通
し
た
計
画

的
、
継
続
的
な
学
習
に
よ

り
、
基
礎
、
基
本
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
教
育

の
実
現
を
図
る
こ
と
が
出

来
る
。

②　

六
年
間
に
渡
る
教
師
と

生
徒
の
関
わ
り
の
中
で
優

れ
た
才
能
や
個
性
を
伸
ば

し
、
将
来
の
進
路
を
じ
っ

く
り
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。

③　

中
学
校
か
ら
高
等
学
校

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
集
団

が
と
も
に
活
動
・
交
流
す

る
こ
と
で
、
社
会
性
や
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

①　

子
供
に
と
っ
て
は
、
選

択
範
囲
が
ふ
え
る
が
、
現

状
の
三
中
学
校
の
規
模
の

バ
ラ
ン
ス
が
、
崩
れ
て
い

く
の
が
心
配
さ
れ
る
。

日
本
日
本
製
紙
製
紙
小
松
島

小
松
島
工
場
工
場

閉
鎖
に
つ
い
て

閉
鎖
に
つ
い
て

米
﨑　

小
松
島
工
場
を
閉
鎖

す
る
ら
し
い
が
工
場
敷
地
内

に
あ
る
関
連
会
社
は
ど
う
な

る
の
か
、
操
業
を
縮
小
し
な

が
ら
仕
事
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

来
年
九
月

三
十
日
に
小
松
島
工
場
で
の

紙
事
業
か
ら
撤
退
が
決
定
さ

れ
た
。
本
社
で
原
油
価
格
の

高
騰
、
渇
水
問
題
、
事
業
再

編
等
、
工
場
撤
退
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●



11

　

県
庁
に
て
日
本
製
紙
㈱
小

松
島
工
場
関
係
情
報
収
集
連

絡
会
議
を
急
遽
立
ち
上
げ
小

松
島
工
場
と
関
連
企
業
の
存

続
並
び
に
県
内
取
引
先
と
の

関
係
を
維
持
確
保
し
て
も
ら

え
る
よ
う
県
知
事
、
市
長
、

会
議
所
会
頭
の
三
者
の
連
名

で
日
本
製
紙
へ
要
望
者
を
提

出
し
た
。

米
﨑　

閉
鎖
が
は
っ
き
り
し

施
者
に
対
す
る
産
地
作
り
交

付
金
の
配
分
方
法
の
見
直
し

や
、
飼
料
米
や
バ
イ
オ
燃
料

米
へ
の
転
作
の
支
援
策
な
ど

も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
の

米
対
策
の
方
向
性
を
注
視
し

な
が
ら
、
市
と
し
て
も
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

濱
田　

野
菜
の
価
格
低
迷
、

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
施
設

園
芸
の
経
営
も
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
食
の
安
全
の
観
点

か
ら
も
、
施
設
園
芸
農
家
の

所
得
の
確
保
は
。

産
業
建
設
部
長　

施
設
園
芸

の
農
家
に
つ
い
て
は
、
県
の

徳
島
強
い
農
林
水
産
業
づ
く

り
事
業
等
を
活
用
し
て
、
施

設
導
入
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
野
菜
の
場
合
、
原
油
高

騰
対
策
に
緊
急
的
に
取
り
組

む
事
業
が
対
象
と
な
る
も

の
が
あ
り
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
国
や
県
の
施
策
を
利
用

し
、燃
料
等
の
節
減
を
図
り
、

農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
た

い
。

て
い
る
建
造
物
と
、
機
械
等

に
課
税
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
税
等
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

総
務
部
長　

小
松
島
工
場
に

は
関
連
企
業
を
含
め
十
社
の

事
業
所
が
あ
る
。
平
成
二
十

年
九
月
に
撤
去
す
れ
ば
、

二
十
一
年
度
以
降
は
固
定
資

産
税
等
が
七
千
万
円
く
ら
い

減
額
に
な
る
。

米
﨑　

櫛
渕
か
ら
工
場
ま
で

の
間
に
、
工
業
用
水
の
送
水

管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
地

役
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
撤
去
す
る
な
ら
こ
の
問

題
も
解
決
し
て
ほ
し
い
。

産
業
建
設
部
長　

日
本
製
紙

の
送
水
管
の
撤
去
に
つ
い
て

は
地
権
者
と
の
問
題
も
あ

り
、
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な

い
。

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
●  
●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
と

認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

取
り
組
み
は

答　答　

将
来
的
に
は
認
定
こ
ど
も

将
来
的
に
は
認
定
こ
ど
も

　
　

園
の
設
置
を
検
討

園
の
設
置
を
検
討

新
緑
の
会　

佐
野　

善
作　
議
員　

認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

佐
野　

幼
・
小
・
中
あ
り
方

検
討
会
に
よ
る
幼
稚
園
再
編

に
対
す
る
提
言
の
中
で
、
幼

稚
園
児
の
減
少
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
十
一
園
を
七
な
い

し
八
園
に
再
編
す
る
方
針
や

認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
が
、
こ
ど

も
園
の
制
度
と
市
の
考
え
は

ど
う
か
。

教
育
長　

認
定
こ
ど
も
園
と

は
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
体

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

上
に
、
通
園
す
る
園
児
の
家

庭
に
限
ら
ず
地
域
の
子
育
て

支
援
事
業
も
行
う
施
設
で
あ

る
。
少
子
化
が
進
む
中
、
将

来
的
に
は
認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

佐
野　

就
学
前
の
子
供
の
教

育
や
子
育
て
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

市
長　

幼
稚
園
の
再
編
は
財

政
の
削
減
の
た
め
だ
け
で
な

い
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
人
格
形
成
の
基
礎
を
担

う
幼
児
教
育
の
重
要
性
も
深

く
認
識
し
て
い
る
。
核
家
族

化
な
ど
に
よ
り
家
庭
教
育
を

含
め
た
子
育
て
支
援
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。
幼
稚
園
と

保
育
所
が
連
携
を
図
る
中
で
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
べ
く
幼
児
教
育
を
進
め
て

い
く
。

第
五
次
五
次
総
合
総
合
計
画
に

計
画
に

つ
い
て

つ
い
て

佐
野　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
の
結
果
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

二
十
歳
以
上
の

市
民
二
千
五
百
名
を
対
象
と

し
、千
九
十
一
名
（
四
三
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
）
市
職
員
は
無

作
為
百
五
十
名
の
う
ち
百
一

名
（
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
の

回
答
が
あ
っ
た
。
中
学
三
年

生
は
ほ
ぼ
全
員
の
三
百
十
八

名
か
ら
回
答
を
得
た
。
現
在
、

集
計
中
で
あ
り
、
結
果
は

早
い
時
期
に
議
会
や
市
民

に
公
表
す
る
。

佐
野　

自
治
基
本
条
例
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

出
張
行
政
相
談
と

か
私
の
一
言
と
い
う
手
紙
、

出
前
講
座
等
、
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
る
。
総
合
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
職
員
自
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
計
画

し
、
基
本
構
想
等
審
議
会
に

か
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
市
政
モ
ニ
タ
ー
等
広
く

市
民
の
意
見
を
聞
き
策
定
し

た
い
。
あ
え
て
自
治
基
本
条

例
を
つ
く
る
こ
と
は
現
時
点

で
考
え
て
い
な
い
。

芝田幼稚園
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坂
野
中
学
校
の

坂
野
中
学
校
の

建
て
建
て
か
え
問
題
に
つ
い
て

え
問
題
に
つ
い
て

答　答　

小
松
島
中
学
校
二
号
棟
建
設
の

小
松
島
中
学
校
二
号
棟
建
設
の

　
　

後
に
後
に
改
築
改
築
に
と
り
か
か
り
た
い

と
り
か
か
り
た
い

無
所
属
ク
ラ
ブ　

髙
木　

幸
次　
議
員　

坂
野
中
学
校
の

建
て
か
え
問
題
に
つ
い
て

髙
木　

こ
の
問
題
を
再
三
に

わ
た
っ
て
質
問
し
て
き
た
。

地
域
住
民
も
一
日
も
早
い
建

て
か
え
を
願
っ
て
い
る
が
。

市
長　

本
市
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
、
一
気
に
小
松
島

中
学
校
の
二
号
棟
イ
コ
ー
ル

坂
野
中
学
校
の
改
築
は
で
き

な
い
。
私
の
市
長
就
任
中
に

は
小
松
島
中
学
校
二
号
棟
の

建
設
に
と
り
か
か
り
た
い
。

そ
の
後
、
坂
野
中
学
校
の
改

築
に
と
り
か
か
り
た
い
。
今

の
と
こ
ろ
い
つ
か
か
る
か
は

明
言
で
き
な
い
。

市
営
市
営
住
宅
の

住
宅
の

修
繕
修
繕
対
策
は

対
策
は

髙
木　

小
集
落
事
業
で
建
設

さ
れ
た
市
営
住
宅
が
、
現
在

坂
野
町
に
六
十
四
棟
あ
り
、

三
十
年
以
上
経
過
し
大
変
老

朽
化
し
て
い
る
。
そ
の
修
繕

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

坂
野
町
ミ
ゾ
ロ
の
住

宅
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
市

は
現
在
赤
字
再
建
団
体
へ

の
転
落
の
回
避
の
た
め
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し

さ
を
ま
す
状
況
で
あ
る
。
来

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

髙
木　

本
市
の
市
営
住
宅
の

営
繕
修
理
費
の
予
算
が
余
り

に
も
少
な
い
。
こ
れ
で
は
住

民
の
要
求
に
こ
た
え
き
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
修

繕
は
嘱
託
職
員
二
名
で
行
っ

て
お
り
、そ
の
修
繕
内
容
は
、

老
朽
化
や
シ
ロ
ア
リ
等
に
よ

る
床
、
壁
、
天
井
の
内
装
の

補
修
等
の
修
理
依
頼
が
年
間

二
百
件
以
上
あ
る
。
限
ら
れ

た
予
算
で
あ
り
、
対
応
し
て

い
る
。

髙
木　

小
集
落
事
業
で
建
設

さ
れ
た
住
宅
で
、
改
修
工
事

幼
稚
園
・
保
育
園
を
年
齢
で

幼
稚
園
・
保
育
園
を
年
齢
で

分
け
た
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

分
け
た
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

答　答　

一
部
同
調
す
る
考
え
も
あ
る
が

一
部
同
調
す
る
考
え
も
あ
る
が
、

　
　

今
後
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
む

の
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
む

み
ら
い
の
会　

池
渕　
　

彰　
議
員　

幼
稚
園
・
保
育
園
を
年
齢
で

分
け
た
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

池
渕　

全
市
に
お
い
て
も
幼

保
一
体
の
指
導
の
も
と
、
ゼ

ロ
歳
児
か
ら
三
歳
児
ま
で
は

保
育
園
、
四
歳
、
五
歳
は
幼

稚
園
と
い
う
よ
う
な
、
年
齢

で
分
け
た
教
育
、
保
育
を
制

定
し
て
は
ど
う
か
。

　

な
ぜ
な
ら
、
今
後
、
急
速

に
進
め
て
い
く
幼
保
の
改
革

の
も
と
で
は
、
認
定
子
ど
も

園
の
実
施
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

地
域
に
つ
い
て
は
、
年
齢
で

幼
保
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

教
育
、
保
育
が
で
き
、
逆
に

そ
う
で
な
い
地
域
で
は
今
ま

で
ど
お
り
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

教
育
の
公
平
性
に
欠
け
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。
先

生
方
に
お
い
て
も
、
園
に

よ
っ
て
は
職
場
条
件
や
環
境

が
、
非
常
に
格
差
が
生
じ
て

き
て
い
る
事
実
も
あ
る
。

　

総
合
的
な
と
こ
ろ
か
ら
考

え
る
と
、
今
後
、
少
子
化
に

歯
ど
め
が
な
か
な
か
、
か
か

ら
な
い
こ
と
も
含
め
、
明
確

な
行
政
の
指
導
管
理
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
、
私
は
考
え
る
が
い
か
が

か
。

市
長　

私
も
一
部
同
調
す
る

考
え
方
等
々
あ
た
り
も
持
っ

て
い
る
。
た
だ
、
四
歳
、
五

歳
は
幼
稚
園
教
育
を
受
け
て

い
た
だ
く
。
ま
た
、
ゼ
ロ
歳

か
ら
三
歳
ま
で
は
保
育
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
仕
分
け

は
、
い
ろ
い
ろ
な
大
き
な
課

題
等
々
も
あ
る
。

　

幼
保
一
体
化
あ
る
い
は
認

定
子
ど
も
園
等
々
の
形
で
統

一
を
さ
れ
る
と
、
こ
れ
は
す

ぐ
解
決
す
る
わ
け
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
一
気
に
全
市
的
に

そ
の
よ
う
な
幼
保
一
体
化
的

な
施
設
が
で
き
る
と
、
私
は

そ
れ
が
一
番
ベ
タ
ー
だ
と

思
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
一
気
に
す
る
わ
け
に
い

か
な
い
の
で
、
今
後
、
研
究

課
題
と
し
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

避
難
避
難
施
設
の

施
設
の
耐
震
化

耐
震
化

の
財
源
に

財
源
に
つ
い
て

つ
い
て

池
渕　

住
民
の
生
命
を
守
る

こ
と
、
市
民
の
安
全
と
安
心

を
確
実
に
し
て
い
く
こ
と
こ
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